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研究ノート
経済循環と均衡成長
一一一Smithiesモデルによせて一一一一
前　野　冨士生
I
　経済の循環と成長に関L」ては，今までに数多くのモデルカニ提示され，そ
のモデルに導人される投資関数，消費関数にも多くのタイプが考えられて
きた。ここでとりあげるSmithiesモデルもそのなかのひとつである。
　このノートは，“ratcht　effect”を投資関数，消費関数に人れて，経済の
循環と成長のモデルを分析する場合，景気上昇の極面とLド降極面のいずれ
の場合にも，亨mithiesモデルが適切である否かを論ずるにあ㍍
II
π一1　以下，Smithies壬デルの骨格を述べる（1〕。
　彼は投資関数を分析するために以’ドの要因を考慮する。
　（1）　利潤，これは次の理由から投資に止の効果を与えると考える。す
なわち利潤発生の期待は投資決意への誘困となり，さらに利潤は投資の源
泉となる。しかし現実には，投資資金は借り入れによって調達されること
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が多い。むろん企業家にとって借り入れにより内部留保（利潤）による資金
調達の方が望ましいとされる。（2）
　（2）完全能力産出高と現実の産出高，完全能力産出高とは，資本設傭
の正常な稼動（禾1」用）のもとで得られる産出高をいみする。（畠）従って現実
に需要が能力産出高を超過した場合にかぎって，企業家は資本ストックを
増加させる。
　（3）趨勢要因
　以上の前提のもとで投資関数を明示すると
　　ん：β・γ’一1＋β2γ二βヨ（γ〃＿ユーγ）十リ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　β1β2β3は正の定数である。
　　　∫＝粗投資
　　　γ＝粗国民産出高
　　　γ＝これまでに実現した最高の粗国民産出高
　　　γF完全能力産出高
　　　ノ＝趨勢項（リ＞1）
　このようにあらゆる経済諸量は．’gm・S”の概念とする・（1）式のいみ
を以下に示すと，利潤は国民粗産出高にほぽ一定割合で得られるとすると
（βlY’＿、十β。γ）の項は利澗の影響を示している。そして利潤予想は実現さ
れた利潤と今までに得られた最高の利潤水準に依存し，しかも投資決意と
実行には一期のラグがあるとする。従って（β1γH＋β2ア）が得られる。
一β・（γ川一・一γ）の項は前提（2）で述べたように，ア＞Y〃一1のときにのみ
企業家は資本設傭を増加する。前と同様に一期のラグがあるとする。リ吉は
趨勢項で外生的に与えられ，例へぼ人口増加等と考えれぼよい。
　次に現在の消費は現在の所得と今までに得られた最高の粗所得γに依存
する，いわゆる1一ratchet　effect”を考慮したModig1iani．，F．，Duesenb
erry・J・S・，の消費関数の理論による。（4）
　従って消費関数は，
　　C’＝ん山十乃2γ　　　　　　　　　　　　　　（2）
　み1乃2は正の定数でん1＋み2＜1とする。
均衡成長の下では（γ＝Y’）となり，長期の貯蓄性は1一（ん1＋ん2）であ
る。
均衡な状態では
　　Y’＝C’十∫’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　　あるいは
　　　　8F∫‘　　　　　　　　　　　　　　　　（31）
注
（1）Smithies〔8〕PP1－52Gan〔101｛⑪〔4〕　8章・g章
（2）．内都資金の創造のひとつの手段として，マーク・アップ率を上昇させることに
　　よって追加的投資資金を得ることが可能である。このプゴ法を採用する場合二つ
　　のケースが考えられる。第一にマーク・アップ率を上昇させても，参人，代替
　　効果等による危険がない時は，需要の弾力性のみを考えて，企業家はマークア
　　ップを決めることが可能である竈第二にマーク・アップ率を上昇させた時，参
　　入，代替効果等の危険性が生じる場合には，それを考慮してアップ率を決めね
　　ばならない。この危険率と外部からの借入による利子率とを考慮して企業は投
　　資資金を調達する。Ei・hne・〔3〕pp1190－1195
（3）過剰設備能力あるいは逆に機械の酷使等；のないケース。
（4）Modiglimi〔7〕Duesenberry〔2〕
皿一2　モデルの定式化を行うために，投資と完全能力産出高との関係を
　検討すると，SmithiesはDomarに従って次のσを定義する。（1）
　　　γ〃一γ。レ1＝σ∫H
この式のσは単位当り投資の増加はt期における完全能力産出高の増加を
示す。さらに減価償却と陳腐化及び技術進歩を考慮する。減価償却は完全
能力産出高の…定割合でなされると仮定し，陳腐化（Obsolescence）は異
常な陳腐化のみを考える。（2）異常な陳腐化は完全能力産出高と現実の差
異の一定割合と考える。すなわち現実の需要が完全能力産出物より低い時
は，設備のスクラップ化が予想され，需要が高い時はスクラッブされるは
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ずの資本設備が使用されて陳腐化は起らないと考える。技術進歩は趨勢項
μとして表わされる。従って次式が得られる。
　　　γ・rγ〃一1＝σ∫グrDrD。十μ｛　　　　　　　’（4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ＞1
　D1は減価償却，1）。は異常な陳腐化を示す。
　　　1）＝θ1γ川一1　　　　　　　　　　0くθ1＜1　　　　　　　　（5）
　　　D。＝θ。（γ。’一rγ’1l）　　　　0＜θ。＜1　　　　　　（6）
　モデルの理解のためにSmithiesは二つの状態を考える．
まず，｝ratchet”が働かないヶ一スをState1とする。、従って（1）式では
（γ＝Yト1）（2）式では（γ＝Yl）ratchetが働くヶ一スをState2として，
（1）（2）式ではそれぞれ（γキγ’一一、），（γキγ’）である。この経済的意味は
State1では，現在の粗国民産出高が常に実現した中での最高の粗産出高
となって（均衡成長の経済状況）消費関数に示される。投資関数では一一期
のラグをともなった産出高が実現した’中での最高の産出高に等Lくなって
いる・従って次の連立定差方程式体係をえる。
　　（1），（2），（3）式」：り
　　　γFα、山一、十α1。㌦一、十τノ　　　　　　　　　　（7）
　　（2）（3）（4）式より
　　　γ・ドα・山一・十α。。㌦一ユ十μ’　　　　　　　　　（8）
　　　　　　　　β。十β2＋β且
　　　on　　＝　■’L■■’山■■1一’’’■■■■　　　　　　　　ト（ん工十ん。）
　　　　　　　　　ゴ｛
　　　α’2：’丁二仏η；5’’
　　　・別＝σ［1一（ん。十乃。）］十θ。
　　　α22　＝1一θ1一θ2
　　　　　　　　　　I
　　　τ＝■■’’’■’■’’■■’’’■■■■I■■■　　　　　　　　1一（ん！十ゐ2）
　＆肋2は
γFα’liγ’一、十α’12γ〃一1＋ωγ十τ’ノ
㌦＝α’刎γH＋α’朋γ・・一ユ十εγ十〆
、　　　色
αn　＝　L■i二瓦
、　．．．ゴ手．．
012　＝　　’■■’■’　　　　　　　！一片ユ
α’。1＝σ（1一尻1）十θ。
α’22＝ユーθユーθ2
　　　　　　　　1
τ　　　＝　　　　　　　1一乃1
　　　　　　　乃2＋β工十β3
ω＝　■■■■I一ん。　■
ドーσ乃2
’（9）
（ユ0）
注
（1）Domar〔1〕3章
（2）ノー一才ルな陳腐化は粗投賓の一定割含て・σの中に含め・る。
皿一一一3　まずStHte　lのゲー一スを検討する。
（7）（8）式の同時部分の・一般解をγドα1λ’
　はゼロでない定数），（ユ）f’に．人すると
　　　　α1λ㌧αnα1〃■1一十α12α2λ‘一
　　　　α22』α2工α工〃■1＋α22α22H
　これ」：り
　　　　λポー工　［（σ工1－2）α1＋α12α2］　＝O
　　　　〃」1　〔α21α1＋（α22一λ）α2コ　＝0
　従つて
　　　　（αn一λ）α工十α12α2＝O
　　　　α21α1＋（α22一λ）α2＝O
γ〃・・α2〃， として（α1，α2
（11）
（12）
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のときにのみ（11）式は満足される。
（12）式が自閉な解（α1＝α2＝0）以外の解を持つための必要十分条件は
　　　01rλ　”12
　　　　　　　　　　　二〇　　　　　　　　　　　　　　　（13）
　　　021　　α22－2
あるいは
　　22一（αH＋α22）2＋（0H022一α士2α21）＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13’）
　（13）（工3’）式は（7）（8）式の特性方程式て’ある。
　21λ2は異なる実根とする・いま（12）式に11を入れた時の解を〔α1（i〕
　α2u〕）〕，22を入れた時の解を〔α1〔2〕α2（2）〕とすると，
　　卜λ1に対して
　（α11一λ1）α1u〕十α12α20〕讐0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12’）
　口別α1u〕十（α22－21）α2u〕＝0
ここで次のそうさをほどこす。
　α1（1〕＝1とすると，（12’）式より
　　　　（工〕＿ムー坐　　　u）＿　　α21
　　　α2　　一　　　　　　　　　　α2　　一　　一一一　　　　　　　　”12　　　　　λrα22
ここでλ1が特性方程式の根で
　　　（αi、一λ。）（α。r2、）一αi。α。。＝0より
　　（1〕＿ムーαu＿、．勿＿
　α2　　一　　　　　　　■　　　　　　α12　　　λ1一α22
　　同様にλ＝22として　α1（2〕＝1とすると
　　　　（。〕＿2r虹＿　竺」．
　　　α2　　一　　　　　　　一　　　　　　　　α12　　　22一α22
このようにして，γ1＝α1ωλ1　　γ川＝α2t1〕λ1が（7）（8）の同次部分の
一つの解であり
　　　γ1＝α。（2〕2；γ。呂Fα2（Dλ；がもう一つの解である。
　　　　＾，λ2を任意定数とすれぼ（7）（8）式の同次部分の一般解は
　　　　Y’’＝ノ11α1ω2言十ノエ2α1ωλ婁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　　　　Y’〃：λ1α2ω2三十λ2α2ω2皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　　　　α‘（ゴ〕（ウ＝1．2）を考えて
　　　　γ・＝んλ1＋んλ1　　　　　　　　　　　　（ユ6）
　　　　　　　　ムαn　　　22一αu　　　γ〃＝λrL一一一21＋ん一一…　　　　　　　　　　　　　　（17）
　　　　　　　　”12　　　　　　　α12
これより
　　　Y’＝＾パ十ん2…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
　　　γF’＝λ1り言十ん’2；
として　λ1λ2A’λ2’の上ヒ率は
λ1’
λ「■
．4・1．．．
ん
λ1’
λ1　’
21一α1！　　　α別
　”12　　　11－02；
　2rαll＿．．．α刎．、．
　　α12　　　λ2一α22
（19）
　λ2’
一一一一一は係数と2が決まれぱ一意的に決まるから，独立　ん
　　　な任意定数は二つとなる。
　次に特解を求めるため，Smithiesは趨勢項を一つにして単純化する。
すたわちリ’のみを残す。特解をγFρ・ノ，γFFρ2リ’としてρ1ρ2の関
係を求めると（ρ1ρ2は未決定係数である）
　　　　．作．．．．　物　　　　　　　　　　　（2）　　　一一　　　　　＝　　…■一■0’一■’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
　　　　ρ1　　　リー022
従ってState　lの…般解は
　　　γFλ。λ1＋λ。2。（り十ρ。リ！　　　　　　　　　　（21）
　　　γ〃＝λ・’λ1＋λ。’十ρ。リ’　　　　　　　　　　　（22）
　初期条件ト0に対してYFγo，γ〃＝γ・oとして一般解に代入して任
意定一数を求めると（3〕
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λ⊥＝
■42＝
．河‘1に≧2）1±ヱ必［1あ」．〔地色∠（ピ．コオ也、．ゴオlL
　　　　　　　　　　　　　　　　　21一．λ2
．．．．γ山三．一．二．4斗）．．也2．と也〕“f！2他∠．」二竺ξ）．±．他．＝ネ．ユ．皿
　　　　　　　　　　　　　　　　　2。一み
（注）
（1）GandoH0【4】pp124－131　新開【1p】2－3章
（2）γドρ〃YFFρ宮レtを（7）（8）に代入すると
　　　ρ1レ」～ρiリH＋～ρ・リH＋τリ’
　　　ρ宮リ』〃里1ρ里リH＋～ρヨリ！一
　　　両辺をリ＾■上で除すと
　　　（αザリ）ρ、十α螂ρ戸一τリ
　　　・。1ρ1＋（α。r・リ）ρ。＝O
ノラーノルの公式より
　　　　　　　　　　　　　　　　　τリ（レー一α22）
　　　ρ1＝　・ユF万（α。。一η）一α1；；。、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α21τレ
　　　ρ2二　　（〃、；一万■（ら；I一リ）二〃；石；
分母を考えると
　　　（〃11一リ）（α22一リ）一一αi2α21＝・リ…一（α11＋α22）リ十（‘1Hα〃一α11α21）
　　．二次ソ∫程式の恨と係数の関係よりこの式は
　　（トリ、）（リー一リ2）てw2は
リL（α1＋物）リ十（α、、α2rα12α21）・・Oの根である
しかし，この方程式は同時部分の特性方程式と同じであるから
　　レi＝λ1　リ2＝22となり
　　　　　　　　　　　τリ（卜α22）
　　　ρ三＝（卜2、）（リー2。）
　　　　　　　　　　　　　α2jτリ
　　　ρ2＝て；て）（1－2，5
よ　り（20）｝迂カミイ与ら才しるo
（3）
　　（19）式、亡り
　　　　　　　2roリ、　　　　　　　．．み二”ll　　　＾’＝一一一・一・・＾　　　　ん’＝　　一一一
　　　　　　　　α12　　　　　　　　　　　　ψ2
　　γo＝4＋λ2＋ρi　　　．．．．λ2＝γo一λ1一ρ、
　　Y五〇＝Al’十λ2’十ρ2
　　　　　ムー～　　　　22一αli　　YFO＝　　　　ん十一■■川一ん十ρ2
　　　　　　α12　　　　　　　　　α12
　　Y榊・＝（21一α・）Al＋（2・一・】1）（汽一λ、一ρ1）十ρ。ρ1。
　　　　　＝（21－22）A1＋（22一αl1）γO＋（ρ11－22）ρi＋α12ρ12
ここで（20）式を■考えて
舳一・・）一肌r・・）・・1・γ・rρ1（α1・一／・）一ρ・㌦訟α1・
んも同様にしてあるいはλ1’ん’も同様にして求めることができる。
π一4’次にState1あ解が均衡成長となる条件を求める。振動する場合
　は後で検討する。一般解を次のように嵩きなおすと
　　　　　　　　　　　　　　　物α、。／（リーα2。）十α1r2。　　　γ’＝1≡：12…十五22；十ρ1〔一　一一一一一　一一　　一一λ孟一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21一’12
　　伽α斗望／（リーα22）十α1ド21
　　　　一一一一一一・一一・・一一・一一一一一一・一・一一一一一一一一λ2’十リ’〕
　　　　　　2ダー2。
　　　　　　　　　　　　　・・≡ρ1・／（リー・署…）．十・ユ1＝2・．YFFE1り1＋厄2り隻十ρ2「一一一　　　　一　一一一・　　　　　　　　　　　　　　　　　21－22
リーα22　　　　‘～2iαユ2／（レーα22）十α11－2　　レー022・
一一　一一一2】’一　■■■■■■■■■■　　　■■■　　・■■■■　■■2茎十リ’〕
！1一α22　　　　　　　　22一ム　　　　　　．22一〃22
　亙、＝㌻lq．μザ～・）±α1・γ叩
　　　　　　　　2r22
　　　　　yO（α11一λ1）十勺2γ州
　亙2＝　・一一一’■■■■’■■■■’」’’■’■■
　　　　　　　　2r21
　＾’ん’がλ。λ2に関して求められたと同様に」（㌫鶉）E1’亙2’は凪
．亙2を求めたのに順じられる二
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一定の率の均衡成長を考える場合、まず趨勢項を無視して考えると
　　　YF凪21＋E．2；　　　　　　　　　　　　　（21’）
　　　γ〃＝1≡：1’1孟十1…；2’2；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22’）
　均衡成長をするためには，YFγ〃でありしかも両者は一定の率で成
長せねばならないから
　　　γ’＝γ■’＝1）g‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
　　これは
　　　γ’十1－y’　　　Dg川一Dg’　　　　　　　　　＝■一1　　　　u　＝9－1　より　　　　　y’　　　　　　Dgま
　g－1が均衡成長率である・この率で成長しつづけるためには2・λ・が実
根で正でなければならぬ。・しかも（21’）（22’）式でλ・’，λ2’のいずれか一根
のみにならねぼならない。ωさらに二つの方程式の係数は等しくなってい
なけれぼならない・ここで一根をλ1としても…般性は失なわれない。
　（21’）（22’）式を考慮して
　　　　　　　　α2㌧　　　　1rαn　　　亙。’＝厄。一一一・・一＝凪・一…・　　　　　　　2rα22　　　　α。』
　　亙］＝亙1’より
　　　21＝αu＋α。2＝α2。十α22
　　　12＝0，rα2。＝α22－0．2（2）
　　係数を書きなおして．
　　　ム＝σ〔1一（乃。十乃2）〕十1一θ、
　　　　　　　　　　　　　β3　　　22＝1一θ1一θ2＋　　一　　　　　　　　　　1一（乃1＋乃2）
　　　1・22の値を凪E2に代入すると，（21’）（22’）式より
　　　　　　α。。γ。十α、。γ・。　　αi。（γrγ。。）
　　　YF＿　　　　パ十一一一…一一2婁　　　　（24）　　　　　　　　α21＋αユ2　　　　　　　α21＋”12
　　　　　　　伽γ0＋α。2Y利　　　　α2工（γry■0）　　　γ〃＝　　　Lλ1一一一　　　一21　　　（25）　　　　　　　　α21＋ρ12　　　　　　　α21＋α12
　γo＝Y・oのときに限って12’を含む項は消去される・すなわち一定の率
での均衡成長は初期において設備能力いっぱいに使用されること示す・従
って（24）（25）式よりYo＝Y．oの時
　　　YFγ。Fγ0λ。‘＝γ。0λ1’
　そして成長率は
　　　　γp41．十LY・λ1
　　　’止’　■■■■…■■’…　＝21－1　　　　　　Y0λ1
　成長率2、一1＝σ〔1一（ム1＋ゐ2）〕一θ。
　ここでσは（1）・㎜αrのσ）資本（是）／産出（ツ）比率の逆数を示し1一（ゐ・十
乃2）は長期の貯蓄性向であることからσ（1一（乃。十乃。））＝∫μ
　　　　　K　　　ト■1　仁貯蓄性向　　　　　γ’
　これはHarrOdの保証成長率を示す。ω
この式よりθ1をさし引けぼ”net”の成長率となる。
SmithiesモデルとHamdモデルの相違は”grOss”と’’net”の相違であ
る。
注
（1）（21）式でγ’の成長率は
　　γ！。1一γ！　　　E12’十i＋厄里〃十1一（亙11i＋厄21皇）
　　　γ’　一　　　　　　　　　E1λi＋E室1；　　　　　　　　’
　　E1ハ（2j－1）十亙21室‘（1呈一1）
　　1…’’’’’■■■瓦）lT万；乃　　　■■
　　オ＝Oを代入すると成長率は　　1＝1を代入すると成長率は
　　E。（1r1）十厄2（λ2－1）　　　　E11・（11－1）十E筥λ睾（λr1）
　　　　　E1＋E里　　　　　　　　　　　Eユλ1＋五里12
　　で期間が異なれば成長率も違うことより一根でなければならぬ。
（2）λ2一（α11＋血22）2＋（口H切2宮一012藺21）虻O
　　根と係数の関係より　2。十λFα1。十藺呈。
　　1F021＋口22を代入し」て　λ2古011一藺2ユ
（3）H趾rod【5】3章
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皿一5　γoキγFoの時
　22i＜1であれぼ均衡嘩長は可能である。．実際支配根はλ1となり，λ；．は時
間の経過とともにゼロに近ずく。
皿一一一6　趨勢項を考慮すると，均衡成長は次のような場合に限って達成さ
れる。すなわち趨勢項のない場合の条件
　1，1、、十α、2・・＾2、十α22，yrγ。O，iλ2＜1に加えてレ’＝λ、という場合を考
えると，非同時方程式の特殊解を
　　γ’＝γ1”1γ〃＝γ茎〃（γ、γ2＝ω〃∫工）とした時，YFYFF・（γ〇十γ3f）
　　21’、（γ3＝ωη∫f）となって均衡成長が達成されることを以下に示す。
（21）（22）式より
　　γ’＝λ11孟十λ22姜十パλ…
　YFFλ1’λ1＋λ2り；十γ妄λl
　f干0を代入して
　　γO＝λ、十λ2　　　．’．ん＝γr＾
　　γ、。一λユ・十λ、・一ムゴ㌧、。・～・二｛り，
　　　　　　　　　　　的2　　　　　　α12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（19）式より）
　　　21ニタli　　　　　2呈一竺リ．　　＝　　1一λ1＋一一一一　（γrλ、）
　　　　012　　　　　　α12
　　　　　～γ・r（2rα11）Y。　・1。γ。。十・。1Y。　　　λF一一一一一　　一一一＝一　一一一一一一一一一一　　　　　　　　λ一λ2　　　　　　　　021＋αユ2
同様にして
　　　　　012γrO＋ρ21Y0　　＾’＝■1止…　　　　　　α21＋α12
こオ／をもとの方程式に代入すると
　　　　　012γFO＋α別yO　　yl＝　■瓦丁べ、Lλ1＋パ21
　　　　　　α12γFO＋021γO　　γ・ド■■　　　21＋γ。工λ1　　　　　　　　α21＋～
従って
　　γFγ・21＋γ；λ」λ1（γ。十γ1）
　　γ〃＝2…（Y〇十γ2工）
　　γFY川であるためにはγFγ2Eγ。（証明終り）
　　　　∴γ1＝γ〃＝21（Y0＋〃）’
γ1，Y州は1が増加するとともにλ1によって支配される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1伽　アφ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．．　　　　一一一一一　＝0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1→oo2、’
π一一一7　以上は均衡成長のケースを検討したが，次に振動するケースを考
　える。振動が起る時二つのケースが考えられる、、
　（・）振動が景気．f：昇極面で起るケース，
（21）（22）式の一般解が三マイルド、な振動を起しても，Y’は特解によっ
て支配されるから，γ’は成長しつづける。γ〃についても同様である。
　（b）振動が景気の下降極面で起るケース、。
（ll）のヶ一スにおいて、Smithies体係ではState　lにあり，循環的成長が起る。
（b）のケースでは，Smithies体係はState　lにとどまらない。（h）のケースは
γ＞γ。あるいはγ＞γHとなっていることが予想されるから体係は
State2に移っている。
　State2で得られる体係の一般解はSmithiesに従って表わすと，
　　　γ’＝T12’…十丁22’；十91γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　　　γ■’＝711’λ’言十7’2’2’；十92γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
ここで単純化のため趨勢項を無視して（9）（1O）式の特解を求めておく。以
下Smithiesはγを定数として取扱う。ρ1，92は
　　　特解をγFび　γFσ’とおいて
　　　σ＝0’11σ十α’”び’十ωγ
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　　　ぴ＝0’加び十α’2μ十εγ
　　　（1一α’、1）σ刈’iμ＝ωγ
　　　一・■。ρ十（1－o’22）ぴ＝εγ
　　　　　　　gγ（1一α！2）十竺11享亨r．．．．
　　　σ＝一　　　　　　　　　■■■　■。■■。■　　　　　（1一‘〆1l）（ユー〆22）一α’21α21α12
　　　　　　　叫ζα21’土亨γ（1一～1）．．．．、．
　　　び’＝一・　　　一一・・一一一一一一一一　一一一一一一
　　　　　　（1一α’ll）（1－0’。2）一’別〆i。
　より
　　　　　　　　ω（1一α’22）十α’・2ε．
　　　91＝　　　　　　　　r■■　　　　　　　　　（28）　　　　　　（／一ρ’H）（1一α’22）一α21o’12
　　　　　　　　ωα’21＋ε（！二0μ二λ．止．．．．．．
　　　92＝　・・一・一一フー…一一一・・一一・　、　　・’’　　　　　　　　　　　　　（29）　　　　　　（1一α11）（1刊’22）一α21α’ユ2
　　2、り1は特件’方程式
　　　　‘〆ll■2㌧’1・1一。
　　　　、　　　　　　　1　　　　～1　　　‘〆22－2’　：
　の根である。
　Smithies体係がState1に移って再びState2に移るとその体係はそのま
まとどまるか．あるいはState1に移って再びState2に移る等。結論とし
て彼の理論は．循環と成長の長期の経済変動モデルであることが示さ加る。
　以．トのように経済の変動と成長のモデルでの，投資関数に多くの独立変
数を取り入れて複雑化しても，ある条件のもとでは経済は均衡成長しつづ
け，とりわけHarrodの保証成長率に等しい率で成長しつづけることが訓1
閉された。この意味でSmithiesモデルは景気上昇極面においては，適応
可能であると言える。しかし各企業はこのような長期経済趨勢が上向きで
あることを一応n三常なものとみなすとしても，この正常性が絶対的である
とは考えないし、このような立場かF・すると拡張経路から0）下方背離そのも
のも起りえないことになる。u〕
　他方，！｛ratchet”が働くState2のヶ一スでは，モデルの前提として，こ
れまでに実現した最高の産出高γは変数として導入しておきながら，（9）
（10）式の一般解を求める場合は，定数として扱い，それぞれの…般解を求
めている。従って景気の’下向極面において．Smithiesモデルは適切である
とは言えないし、
　結論的には，投資関数，消費関数に”ratchet　effect”を導入したにも
かかわらず，’’ratchet”が働かないモデルには適応さわ」て吐、，’一ratchet”が
働く場合のモデルは適切でなかったと言える．
注
（1）安部一小林〔9』4章
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